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浦ノ内湾のハゼ科魚類 Ⅱ

土佐湾のほぼ中央部に位置し,横 浪半島により外洋と

隔てられた浦ノ内湾は,最 大幅 700mに対し奥行は 12km

におよぶ極めて細長い形状の内湾である (図1)

同湾の魚類相については岡村ほか (1979)が 13目 83

科 214種を,岡 村 (1991)が217種を記録している.ま

た,近年著者の一人高橋は湾流入河川の魚類相について,

9目 22科 55種 を報告している (高橋,1995a;1996a:

1996b;高橋 ・瀬能,1995)

図 1 採集地点の略図

著者らは現在,浦 ノ内湾とその流入河川の魚類相調査

を継続実施中であり,同 湾から未記録のハゼ科魚類 2種

を含む 4種 の分布上興味深いハゼ科魚類を確認した 本

報ではこれらの分布 ・生息状況等について報告する

なお,本 調査の一部は現在,高 知県が進めている 「高

知県版レッドデータブック」掲載種選定作業のための基

礎調査の一環として行われたものである

調査方法

調査は手網 (目合 2～ 3mm)に よる採集を主体とし,

潜水による目視観察と水中写真撮影が可能な場所ではこ

れらを併用して実施した

採集 した標本は可能な限り生かして研究室に持ち帰

り,生 鮮時の写真撮影後,10%ホ ルマリン水溶液に固

定した 種の同定および配列順は明仁ほか (1993)に準

拠した 本報告に使用した標本は全て徳島県立博物館魚

高橋弘明 ・岡本 充

類標本資料 (TKPM―P)と して登録 ・保管されている

結果および考察

以下に各魚種の標本番号,採 集個体数,標 準体長,採

集年月日,採 集地点の地域別メッシュコード (環境庁,

1997)を示すと共に,分 布 ・生息状況等について記す.
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■OM‐P6786,1個 体 :50.6mm SL,1998年4月 21日

採集,須 崎市出見,出 見川汽水域 :5033‐13-21

背鰭 1棘 9軟 条,臀 鰭 1棘 11軟条,胸 鰭 14軟条,腹

鰭 1棘 5軟 条.頭 長は標準体長の 215%,体 高は標準

体長の約 10%.背 鰭と臀鰭はほぼ対在する 鱗はなく

両眼は皮下に埋没し,胸 鰭上下部に遊離軟条はない。体

色は鮮明なオレンジ色で腹部および尾鰭基部はやや黄色

味を帯びる.

「日本の絶滅のおそれのある野生生物一レッドデータ

ブックー」(環境庁編,1991)お よび 「日本の希少な野

生水生生物に関する基礎資料 (Ⅲ)」(水産庁編,1996)

において 「希少種」に指定されている

浦ノ内湾とその流入河川からの記録は今回が初めてで

あり,出 見川河日から 150m程上流のスジアオノリの繁

茂する礫底から採集された

本種は高知県内では土佐清水市三崎 (Tomサama,

1936),須崎市新荘川 (為家 ・岡村,1976),土 佐市仁淀

り‖ (為家 ・岡村,1976)か ら記録されているほか,幡 多

郡大方町有井川 (岡村収博士,私 信)か らも確認されて

いるという。このうち,土 佐清水市産の標本は掘抜き井

戸中から,他 は河川汽水域の礫底から採集されている

これらのことから,本 種は高知県内の河川汽水域や沿岸

部の地下水等に広く分布する (した)可 能性が高いと思

われる しかし,こ れまでに最も多くの個体が採集され

ている新荘川を例にとれば,1980年 代以降,河 床にシ

ル トが多く堆積する等環境条件が悪化し,採 集される個

体数は往時に比べ激減したという (岡村収博士,私信)

今後,本 種の特異な生態や生息環境を考慮した上での分

布 ・生息実態調査が急務である.
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TKPM‐P登 録中,5個 体 :195～ 24 7mmSL,1998年 4
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月 27日 採集,土 佐市宇佐井尻 :5033-13-15

本種に近縁で高知県下の河川汽水域や漁港内に普通に

み られるサツキハゼ Pあ ″Jと は主として以下のような

特徴によつて区別できる (明仁ほか,1993;鈴 木 ・瀬能,

1991)本 種の尾鰭黒色斑は雄では中央部か ら下葉にか

けて傾斜 して延び,雌 では基部周辺にのみ存在すること

(サツキハゼでは雌雄 とも傾斜せず中央部に延びる),

眼の後方の暗色縦帯がないか不明瞭であること (暗色縦

帯が明瞭),鯉 孔がサツキハゼ と比較 して狭いこと,雄

の第一背鰭 と腹鰭が伸長すること (伸長 しない)

浦ノ内湾からの本種確認の経緯は前報 (岡本 ・高橋,

1997)で 報告 した通 りである 高知県内での確認は 1977

年 9月 と 1983年 10月 の土佐清水市下ノ加江川河 口,お

よび前報に次いで 4例 日となる

同湾内での本種の分布域はこれまでに明 らかになった

ところによれば極めて狭く,灰 方崎の西に隣接する入江

の水深 2～ 3mの 浅所 と (岡本 ・高橋,1997),今 回新

たに採集 された湾 口に近い土佐市宇佐井尻のテ トラポッ

ト周辺部に限られる しか し,冬 季の観察によればこれ

らの地点においても全 く観察 されていないことから,湾

内外のより水深の深い場所に移動するか, もしくは死滅

回遊魚である可能性も考えられる
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TKPM―P6788,4個 体,137～ 17 0mmSL,1998年4月 21

日採集,出 見川汽水域 :5033-13-21

本種は高知県下では 1974年に中村市四万十川から初

めて記録 され (落合ほか,1987),そ の後県下の河川汽

水域に広 く分布することが確認 されている 浦ノ内湾と

その流入河川からの記録は今回が初めてである

流れが緩やかで転石や ヨシ帯等隠れ場所 となるものが

存在する環境を好む
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TKPM―P6787,20個 体,128～ 15 6mmSL,1998年 4

月 21日採集,灰 方川河口漁港内 :5033-13-33

本種は高知県西部の宿毛市片島から蒲原稔治博士によ

つて国内で初めて採集 され,富 山一郎博士により和名を

与えられた (Tomipma,1936).高 知県内では幡多郡大

方町の蛎瀬川 (高橋,1995b)か ら記録 されているほか,

著者の一人高橋 (未発表)は 幡多郡大方町の蛤川,吹 上

川,中 村市四万十川の各汽水域からも少数が生息するこ

とを確認 している また,浦 ノ内湾か らの記録は道津

(1957)以来 41年 ぶ りとなる

灰方川河 口左岸に位置する漁港の堤防周辺に群泳 して

いる様子が観察された

本種は近年,河 口域や沿岸部の開発に伴い激減し,高

知県下では蛎瀬川汽水域を除いて安定的な生息場所はほ

とんど存在しない (高橋,1995)灰 方川河口部におい

ても生虐、数は少なく,今 後個体群の動向に注意する必要

がある
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